2003年11月10日

各位

おとうさたちが創る、手づくりの

遊びのバザール

お父さんたちのネットワーク　参加グループ　一同

世話人　　石垣政裕

　北の方から初雪の便りが聞こえるような季節になってきました。今年は夏らしい夏がなかったために、いつになく、遊びの少なくなっていく冬の訪れが恨めしくさえ思われます。

　さて、お父さんたちのネットワークが毎年開催している情報交換会の席での一言「なにかみんなでやりませんか」に『喜んで』踊らされて、私たちは、今日まで表記の「遊びのバザール」を準備して参りましたが、11月29日（土）にお父さんたちが子どもたちと一緒に、宮城スタジアムを心ゆくまで遊んでしまおうという別紙の通りの楽しい企画ができあがりました。

　お父さんたちの会は仙台市だけでも５０団体を超え、全国至る所で広がりをみせつつあります。それぞれのグループが、それぞれの発想で独自の活動をすることのおもしろさは、これまでの地域の活動をさらに刺激・活性化し、学校と地域を結ぶバインダーとなり、また子育てや地域活動への入り口になるなど広くその役割を演じていると思われます。

　今回のわたしたちの企画は仙台市教育委員会と共催で行われますが、なにかと個性の強いこのお父さんたちのグループが集まって、企画からすべて準備した催し物で、お父さんたちの連帯をさらに強いものにしていると自負しております。もちろん県内では初めてで、全国的にも珍しい試みとなっておりますので、秋風のすがすがしい宮城スタジアムへおいでいただき、是非、お子さんたちとご一緒にお父さん・パパ・おやじたちの意気込みと企画内容のおもしろさを存分に味わって頂きたく、ここにご案内申し上げる次第です。

　

　

